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「ＳＲＴ（Smart Roadway Transit）の運行開始に向けた Smart機能の構築及び

効果検証手法の検討・導入業務委託」に係るプロポーザルの審査結果について 

 

名古屋市は、「ＳＲＴ（Smart Roadway Transit）の運行開始に向けた Smart

機能の構築及び効果検証手法の検討・導入業務委託」の契約候補者を選定する

ため公募型プロポーザルを実施しました。 

本プロポーザルでは、企画提案書の内容を総合的に評価して契約候補者を決

定しました。 

審査の結果は以下のとおりです。 

 

１ 応募者数 ４者 

 ※段階的審査を実施し、上位３者に対してヒアリングを実施。 

 

 ２ 契約候補者 

西日本電信電話株式会社 東海支店 

 

３ ヒアリング各提案者の順位と点数 

順位 提案者 点数 

１ 西日本電信電話株式会社 東海支店 ２３７．４ 

２ 大日本印刷株式会社 左内町営業部 ２２１．０ 

３ SRT コンソーシアム団体グループ ２００．２ 

《契約候補者についての審査講評》 

‣ SRTの意義を深く理解している。 

‣ デジタルサイネージの活用方法が妥当。 

‣ データの維持管理がやりやすそう。 

‣ SRT 導入効果分析に関しては、体系的に整理されており、分析の意義を明確

化している。 

‣ Webサイトのアクセスログ、AIカメラ、Wi-FiパケットセンサーやGPSデータなど

を活用して、SRT の利用実態を調査、分析した上で、回遊性の向上や賑わい



の拡大に繋げる提案が評価できる。確実に実行してもらいたい。 

‣ 官民連携・市民共創を企画として挙げているので、しっかりと実施できるように

期待したい。 
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